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平成19年3月1日 

「広がる国際交流の輪」 
　２７人の岡山大学留学生が市内の３小学校を訪れました。 
　留学生たちはそれぞれの小学校に分かれ、児童たちといろいろなゲーム
をして楽しみました。（写真：山陽東小学校／関連記事は２３ページ） 

「広がる国際交流の輪」 
　２７人の岡山大学留学生が市内の３小学校を訪れました。 
　留学生たちはそれぞれの小学校に分かれ、児童たちといろいろなゲーム
をして楽しみました。（写真：山陽東小学校／関連記事は２３ページ） 
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3
2007

月
二
十
二
日
（
月
）
、

瀬
戸
町
の
岡
山
市
編

入
合
併
に
伴
い
、
赤
磐
市
消

防
本
部
の
発
足
式
が
市
消
防

本
部
・
市
消
防
署
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
式
に
は
関
係
者
約
五
十
人

が
出
席
。
荒
嶋
市
長
と
山
田

市
議
会
議
長
が
「
市
の
消
防

業
務
の
新
た
な
出
発
と
な
り

ま
す
。
多
種
多
様
な
住
民
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
、
住
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
団

結
を
図
り
全
力
で
業
務
に
励

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
塩
見
消
防
長
、

市
長
、
議
長
な
ど
関
係
者
が

新
消
防
本
部
の
銘
板
の
除
幕

を
行
い
ま
し
た
。 

一 

部署名 

消
防
本
部 

消
防
署 

電話番号 主　な　仕　事 

消防総務課 
総 務 係  

消 防 団 係  

予 防 係  

危 険 物 係  

警 防 係  

救 急 係  

通信指令第1係 

通信指令第2係 

庶 務 係  

予 防 係  

消 防 係  

救 急 係  

業務第1係  

業務第2係  

業務第1係  

庶務 

消防団 

防火思想の普及高揚 

危険物施設の許認可 

火災現場の指揮統制 

救急活動・訓練 

１１９受信、出動指令 

署員の服務・教養及び訓練 

火災予防の普及、担当査察 

水火災の防御活動 

救急活動、救急訓練 

消防・救急活動 

消防・救急活動 
業務第2係  

予 防 課  

警 防 課  

通信指令室 

北 出 張 所  

南 出 張 所  

消 防 署  
（ 本 　 署 ） 

０８６-９５５-２２４４ 

０８６-９５４-０７６０ 

０８６-９５３-０１１９ 

０８６-９５５-２２４４ 

■赤磐市消防本部の組織 

※南出張所は、3月31日まで、赤磐市の一部と旧瀬戸町を管轄区域として業務を行いますが、
　4月1日からは旧瀬戸町を除き南出張所の管轄区域は東出張所が業務を行います。 

●
広
報
紙
の
部 

　
　
十
二
月
号
・
入
選 

●
一
枚
写
真
の
部 

　
　
九
月
号
表
紙
写
真
・
佳
作 

岡山県広報コンクールで 
２年連続ダブル受賞!!
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四
月
か
ら
の
業
務
開
始
に
向
け 

赤
磐
市
消
防
署
東
出
張
所
建
設
中
！ 

住 　 所  

構 　 造  

 

 

床 面 積  

 

 

配備する車輌 

赤磐市沢原１５７ 

鉄筋コンクリート造 

一部鉄骨造 

２階建 

１階　２６６．７０平方 

２階　１５９．７３平方 

合計　４２６．４３平方 

高規格救急車　１台 

消防ポンプ車　２台 

■東出張所概要 

赤　磐 
市役所 

中　央 
公民館 

吉
井
川 

市立磐梨 
中学校 

市立磐梨 
小学校 

至
松
木 

〒７０９-０８１７ 
上市１０８-１ 
 

〒７０１-２５１１ 
稲蒔３７４-１ 
 

至
和
気
町 

至
吉
井
支
所 

至赤坂地域 

赤 磐 市 
消防本部 

北出張所 

東出張所 

s
消
火
栓
の
使
い
方
の
講
習
を
受
け
る

　
山
陽
一
丁
目
地
区
の
皆
さ
ん 

（
イ
メ
ー
ジ
写
真
） 

▲起震車で地震の体験をする 
　徳富地区の皆さん 

▲消火器の使い方の講習を受ける 
　釣井地区の皆さん 

地

域

に

出

向

い

て

防

火

の

指

導

 

メー 
トル 

メー 
トル 

メー 
トル 



4広報あかいわ（平成19年3月号） 

▲１１月２１日、「コーラスグループスイトピー・花と緑の会」
　が参加した熊山地域巡回市長対話室 

市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
ま
す
。 
公
聴
事
業 

「
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
」 

 

巡
回
市
長
対
話
室 

 

一
月
に
吉
井
地
域
・
赤
坂
地
域
で
開
催 

 

　
市
長
が
各
地
域
を
巡
回
し
て
市
民
グ
ル
ー

プ
と
市
政
に
つ
い
て
語
り
合
う
巡
回
市
長

対
話
室
は
、
十
月
二
十
四
日
に
山
陽
地
域
、

十
一
月
二
十
一
日
に
熊
山
地
域
、
一
月
十

八
日
に
吉
井
地
域
、
一
月
二
十
五
日
に
赤

坂
地
域
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
周
匝

史
跡
保
存
会
の
計
十
九
人
が
参
加
し
「
昔

の
片
鉄
の
駅
舎
跡
地
は
ど
う
活
用
す
る
の

か
」
「
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
な
ど
の
通

信
整
備
を
」
「
市
内
に
高
校
や
警
察
署
が

な
い
の
は
さ
み
し
い
」
な
ど
多
数
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

           

▼
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
会
長 

　

「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
は
十
月
の
第
一
週
の

日
曜
日
と
決
め
て
い
る
。
今
年

十
周
年
に
な
る
の
で
盛
大

に
行
い
た
い
。
昨
年
は

期
間
中
に
観
光
バ
ス
が

百
五
十
五
台
来
た
が
旋

回
場
が
な
く
て
困
っ
た
。

対
策
を
お
願
い
し
た
い
」 

  

▼
周
匝
史
跡
保
存
会 

　
　
　
　
　
　 
　
　
　
　
　
高
橋
　
会
長 

　

「
城
山
公
園
の
桜
の
木
を
専
門
家
に
見
て

い
た
だ
い
た
ら
手
入
れ
が

必
要
と
い
わ
れ
た
。
城

山
公
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
県
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
の
で
検

討
を
お
願
い
し
た
い
」 

   

　
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
赤
坂
支
部

の
代
表
二
十
四
人
が
参
加
し
「
健
康
づ
く

り
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
点
を
重
点
的

に
取
り
上
げ
る
の
か
。
次
年
度
の
実
施
計

画
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
」
「
高
齢
者
が

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
「
高
齢
者
の
健
康
活
動
と
福
祉
事
業

に
つ
い
て
は
」
「
広
報
あ
か
い
わ
の
活
字

を
大
き
く
し
、
高
齢
者
が
興
味
を
持
て
る

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
な

ど
多
数
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 
              

▼
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
赤
坂
支
部 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
野
　
支
部
長 

　

「
赤
坂
支
部
は
千
三
百
名
の
会
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
各
集
落
（
二
十
二
集
落
）
に

も
そ
れ
ぞ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
（
単
位
ク
ラ
ブ
）

が
存
在
す
る
。
赤
坂
支
部
は
、
行
事
の
計
画

立
案
、
予
算
、
会
計
処
理
、

後
処
理
ま
で
、
支
部
で
行
っ

て
い
る
。
新
し
い
事
業

に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
」 

 

           

　 

  

市
民
の
声
を
地
方
分
権
時
代
の 

 

自
律
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に 

　 　
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
平
成
十
九
年
度
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
市
政
へ
の
提
案
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
す
。 

　
市
長
が
地
域
に
出
向
き
、
対
象
地
域
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
と
テ
ー
マ
を
決
め
て
語

り
合
う
「
巡
回
市
長
対
話
室
」
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
市
長
室
に
来
て
い
た
だ
き
、

市
長
と
市
政
に
対
し
て
本
音
で
語
り
合
っ

て
い
た
だ
く
「
市
長
室
で
い
き
い
き
ト
ー

キ
ン
グ
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
日
程
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
「
広
報
あ

か
い
わ
」
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

吉

井

地

域

 

赤

坂

地

域
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臨
時
職
員
の
登
録
の
ご
案
内 

幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校 

　
　
　
講
師
な
ど
の
登
録
の
ご
案
内 

nformation

  【
日
　
　
時
】 

　
三
月
八
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜 

【
場
　
　
所
】 

　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

 

  【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™
本
庁
保
健
福
祉
課 

　
健
康
指
導
係 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

　
赤
磐
市
、
赤
磐
市
教
育
委

員
会
で
は
、
緊
急
業
務
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
臨
時
職

員
の
登
録
を
行
い
、
登
録
者

の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
採

用
す
る
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

 【
資
　
格
】 

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人 

【
勤
務
内
容
・
職
種
】 

　
一
般
事
務
、
図
書
館
員
、

公
民
館
員
、
給
食
調
理
員
な

ど 【
勤
務
時
間
】 

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
三
十
分
ま
で
（
職
種

に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
） 

【
勤
務
場
所
】 

　
赤
磐
市
役
所
、
各
支
所
そ

の
他
出
先
機
関
、
教
育
委
員

会
事
務
局
、
図
書
館
、
公
民
館
、

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど 

【
時
　
給
】 

　
事
務
職
七
百
十
円
な
ど
（
職

種
、
勤
務
形
態
に
よ
り
異
な

り
ま
す
） 

【
登
録
有
効
期
限
】 

　
平
成
二
十
年
三
月
末
ま
で 

【
申
込
方
法
】 

　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
写
真
を

は
っ
て
赤
磐
市
役
所
総
務
課
、

各
支
所
管
理
課
（
四
月
か
ら

は
市
民
生
活
課
）
ま
た
は
赤

磐
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
受
付
期
間
】 

　
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

　
登
録
し
た
場
合
で
も
必
要

と
す
る
業
務
が
な
け
れ
ば
採

用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

採
用
の
時
期
、
期
間
、
勤
務

場
所
は
未
定
で
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™
本
庁
総
務
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
８
２ 

™
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
８
０
７ 

　
赤
磐
市
の
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
で
常
勤
講
師
や
非
常

勤
講
師
な
ど
を
希
望
さ
れ
る

人
は
講
師
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 【
申
込
期
限
】 

　
随
時
受
付 

【
登
録
資
格
】
　 

¡
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る

　
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

　
校
の
い
ず
れ
か
の
学
校
の

　
教
諭
の
免
許
状
ま
た
は
養

　
護
教
諭
の
免
許
状
を
有
す

　
る
人 

¡
学
校
教
育
法
第
九
条
（
校
長
、

　
教
員
の
欠
格
事
由
）
お
よ

　
び
地
方
公
務
員
法
第
十
六

　
条
（
欠
格
事
項
）
に
該
当

　
し
な
い
人 

¡
年
齢
、
性
別
に
つ
い
て
は

　
制
限
無
し 

【
提
出
書
類
】 

　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
、
所

有
免
許
状
の
種
類
・
教
科
名

お
よ
び
参
考
と
な
る
所
有
資

格
な
ど
を
明
記
の
こ
と
） 

【
留
意
事
項
】 

　
講
師
登
録
は
、
講
師
や
非

常
勤
講
師
と
し
て
の
採
用
を

お
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
採
用
は
、
必
要
が

生
じ
た
と
き
履
歴
書
を
も
と

に
面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

™
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
９
７
２ 

赤
磐
市
健
康
増
進
計
画
策
定
委
員
会
の
開
催 

    【
日
　
　
時
】 

　
三
月
八
日
（
木
） 

　
午
後
三
時
〜
五
時 

【
場
　
　
所
】 

　
本
庁
二
階
第
一
会
議
室 

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
９
７
２ 

第
二
回
幼
児
教
育 

検
討
委
員
会
の
開
催 
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快適な眠りをめざして 

シリーズ@3

　
近
年
、
睡
眠
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
ヒ
ト
は

日
中
に
活
動
し
、
夜
に
眠
る
の
が
本

来
の
姿
で
す
。
睡
眠
は
、
生
活
習
慣

の
一
部
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
機
能
と
深
く

関
わ
る
自
然
の
営
み
で
あ
り
、
健
康

の
保
持
お
よ
び
増
進
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
睡
眠
不
足
や
睡
眠
障
害

な
ど
睡
眠
の
問
題
は
、
疲
労
感
を
も

た
ら
し
、
情
緒
を
不
安
定
に
し
、
適

切
な
判
断
力
を
鈍
ら
せ
る
な
ど
、
生

活
の
質
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ま

た
心
の
病
気
の
一
症
状
と
し
て
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。 

  

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の 

　
睡
眠
指
針 

　（
厚
生
労
働
省
策
定
・
一
部
抜
粋
） 

 

◆
快
適
な
睡
眠
で 

　
い
き
い
き
健
康
生
活 

™
快
適
な
睡
眠
で
、
疲
労
回
復
・
ス

　
ト
レ
ス
解
消
・
事
故
防
止 

™
睡
眠
に
問
題
が
あ
る
と
、
高
血
圧
、

　
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
生
活
習
慣

　
病
の
リ
ス
ク
が
上
昇 

™
定
期
的
な
運
動
習
慣
は
熟
睡
を
も

　
た
ら
す 

 

◆
快
適
な
睡
眠
は
、自
ら
創
り
出
す 

™
夕
食
後
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
は
寝

　
付
き
を
悪
く
す
る 

™
不
快
な
音
や
光
を
防
ぐ
環
境
づ
く
り
、

　
自
分
に
あ
っ
た
寝
具
の
工
夫 

 

◆
眠
る
前
に
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
法
、眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭

　
を
さ
え
さ
せ
る 

™
軽
い
読
書
、
音
楽
、
香
り
、
ス
ト
レ
ッ

　
チ
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス 

™
ぬ
る
め
の
入
浴
で
寝
付
き
良
く 

 

◆
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
取
り
入
れ
て
、

　
体
内
時
計
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン 

™
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床 

™
早
起
き
が
早
寝
に
通
じ
る 
 

◆
午
後
の
眠
気
を
や
り
す
ご
す 

™
短
い
昼
寝
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
昼

　
寝
を
す
る
な
ら
午
後
三
時
前
の
二

　
十
〜
三
十
分 

 

◆
睡
眠
障
害
は
、専
門
家
に
相
談 

™
睡
眠
障
害
は
、
「
体
や
心
の
病
気
」

　
の
サ
イ
ン
の
こ
と
が
あ
る 

 

　
こ
れ
は
、
成
人
を
対
象
に
整
理
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
成
長
期
の
子
ど

も
に
と
っ
て
も
睡
眠
は
と
て
も
大
切

で
す
。
よ
く
食
べ
、
よ
く
眠
っ
て
こ

そ
し
っ
か
り
運
動
も
勉
強
も
で
き
ま
す
。 

　
春
は
進
級
・
進
学
・
仕
事
の
関
係

な
ど
で
、
生
活
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
る

こ
と
が
多
い
時
期
で
す
。
疲
れ
を
た

め
ず
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、

ま
ず
良
い
睡
眠
を
!!
 

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

■
平
成
十
八
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
・ 

　
第
二
十
七
回
全
国
中
学
校 

　
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー 

　
大
会（
北
海
道
・
苫
小
牧
市
） 

【
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
部
】 

◇
高
陽
中
学
校
三
年
生 

　
岩
川
奈
摘
未
（
西
中
） 

    

　
赤
磐
市
合
気
道
協
会
で
は
、
春
休
み
に
ど
な
た
で
も

来
て
見
て
体
験
で
き
る
、
合
気
道
説
明
演
武
会
を
開
催

し
ま
す
。 

　
礼
節
を
第
一
に
取
り
組
み
、
世
界
中
で
百
五
十
万
人

の
愛
好
者
を
数
え
る
和
の
武
道
「
合
気
道
」
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 【
日
　
時
】
三
月
三
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
〜
正
午 

【
場
　
所
】
熊
山
格
技
場
（
沢
原
三
五
六
ノ
一
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
磐
市
合
気
道
協
会
　
森
本 

　
1
０
８
６（
２
７
８
）５
５
８
０ 
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ア
イ
ヌ
の
人
々
は
古
く
か
ら
北

海
道
を
中
心
に
サ
ハ
リ
ン
、
千
島

列
島
な
ど
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
維
新
以
降
は
政
府
に
よ
る
大
々

的
な
「
同
化
政
策
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
独
自
の
文
化
や
伝
統
な
ど
が
失

わ
れ
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
を
奪

わ
れ
る
結
果
を
招
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
中
心

に
民
族
の
誇
り
を
取
り
戻
す
動
き

が
起
こ
り
、
時
代
と
と
も
に
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。
一
九
九
七
年
（
平

成
九
年
）
に
、
そ
れ
ま
で
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
生
活
な
ど
を
規
定
し
て

い
た
法
律
、
「
北
海
道
旧
土
人
保

護
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
ア

イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ

の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及

及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
」
（
ア

イ
ヌ
文
化
振
興
法
）
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
ア
イ
ヌ
の
人
々

に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
な
さ
れ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
差
別
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
解
決
へ
の
道
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
、
少
数
民
族
で
あ
る

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
独
自
の
文
化
・

伝
統
を
尊
重
す
る
心
を
磨
く
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

     

　
人
の
性
愛
の
対
象
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
異
性
愛
の
人
、
同
性
愛
の
人
、

両
性
愛
の
人
な
ど
、
性
の
指
向
が

い
ず
れ
に
向
か
う
か
を
示
す
概
念

を
性
的
指
向
と
い
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
同
性
愛
や
両
性
愛
の
人
々

な
ど
少
数
派
の
性
的
指
向
の
人
に

対
す
る
偏
見
は
根
強
く
、
職
場
を

追
わ
れ
る
な
ど
、
社
会
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
人
権
に
関
わ
る
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
性
の
指
向

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

偏
見
・
差
別
を
な
く
す
こ
と
が
必

要
で
す
。 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 
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　q元気アップ～こころ編～ 
　　「江戸しぐさと人権」 講師／赤磐市社会教育指導員・花澤　稔 

　w元気アップ～からだ編～ 
　　「健康寿命って何？」 講師／岡山県立大学教授・犬飼義秀 

 
　●中央公民館…３月１４日（水）１０：３０～１２：００　●赤坂公民館…３月１２日（月）１０：００～１１：３０ 
　●熊山公民館…３月１３日（火）１０：００～１１：３０　●吉井公民館…３月１６日（金）１０：００～１１：３０ 

　人権研修会として公民館で開催する講座で、どこの公民館でも受けられます。この講座の特徴は人
権講座と健康講座のコラボレーションで、新しいスタイルの研修会です。一人でも多くの市民の皆さ
んに参加していただきたく幅広く募集をします。 

赤磐市教育委員会社会教育課 
TEL  086-955-0783／FAX   086-955-6060 
E-mail　shakaikyoiku@city.akaiwa.lg.jp

●問い合わせ先 

講座内容 

日　　時 

「高齢化社会をしなやかに生きる」 
～心も体も元気アップ（実技あり）～ 

人“いきいき” 
まち“きらり”講座 

（約１時間３０分） 



8広報あかいわ（平成19年3月号） 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、祝日、
月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

火 水 月 金 土 木 日 

●内　容／ピーターパン（７５分） 
●日　時／３月４日（日）　午後１時３０分～ 
●場　所／吉井図書館２階視聴覚室 
　みんなで見にきてね！　 
 

吉　井 
図書館 

赤　坂 
図書館 

●日　時／３月３日（土）　午後２時～ 
●場　所／赤坂図書館 
　藤井教子さんによるおはなしかいです。親子でお話の世界へトラベル♪ 
　おはなしかい終了後、読み聞かせに関する疑問・質問も受け付けます。 
　どうぞお気軽にお越しください☆ 

赤　坂 
図書館 

●日　時／３月１７日（土）　午後２時～ 
●場　所／赤坂公民館 こども部屋 
　赤坂まるパンの会による絵本の読み聞かせです。 
　楽しいえほんを読むよ♪みんなきてね☆ 
　お問い合わせは赤坂図書館まで！ 

　４館のシステム統合作業のため全館休館させていただきます。 
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしく
お願いします。返却はブックポストをご利用ください。 

　４月から、１枚の利用者カードで赤磐市のどの図書館で
も利用できるようになります。 
　既に、平成１８年１２月から赤坂・熊山・吉井図書館では
新しいカードに切り替えていますが、４月からは中央図書
館も切り替えていきます。 
　中央図書館を利用される人は、現在使用中の利用者カ
ードをカウンターまでお持ちいただくと、新しいカードと
交換します。また、新しく登録をする人、住所などに変更
のあった人は免許証、保険証など住所・氏名を確認でき
るものを提示して手続きをしてください。（小学生以下
の人は保護者が申請してください） 

貸し出しのときはトラブル防止のため必ず利用者カードをお持ちください。 

借りた本の 

書名・返却日が 

印字されます 
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美
し
い
三
人
の
姉
妹
 

人 hito

【永瀬清子の詩を読む!2】 

  吉
井
川
よ
 

お
ま
え
は
ゆ
た
か
な
髪
を
も
っ
た
大
き
な
姉
 

お
ま
え
は
落
ち
つ
い
て
 

長
い
長
い
み
ち
の
り
を
 

曲
り
く
ね
り
な
が
ら
悠
々
と
す
す
む
。 

川
上
遠
く
高
瀬
舟
が
通
っ
て
 

夢
の
よ
う
に
そ
の
歌
声
の
ひ
び
い
て
い
た
こ
と

　
も
あ
っ
た
。 

お
ま
え
は
昔
な
が
ら
の
美
し
い
紫
の
娘
だ
。 

ふ
と
こ
ろ
に
た
っ
ぷ
り
の
収
穫
を
も
っ
て
 

梨
や
桃
を
と
り
だ
し
て
く
れ
る
 

や
さ
し
い
た
の
も
し
い
娘
だ
。 

 旭
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
 

知
的
な
瞳
の
中
の
妹
。 

二
つ
の
ダ
ム
は
白
い
城
の
よ
う
に
そ
ば
だ
ち
 

湛
え
た
湖
の
し
ず
か
さ
重
さ
 

山
々
は
影
を
映
し
な
が
ら
 

秘
め
た
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
底
力
を
捧
げ
持
つ
。 

や
が
て
お
ま
え
は
 

賑
や
か
な
岡
山
の
街
を
貫
い
て
 

そ
の
騒
音
に
ま
じ
り
そ
の
汚
れ
を
洗
い
つ
つ
 

陽
に
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
児
島
の
海
へ
 

足
ど
り
も
軽
く
流
れ
出
て
い
く
。 

 高
い
切
り
崖
に
は
さ
ま
れ
た
高
梁
川
は
 

気
性
の
い
さ
ぎ
よ
い
末
の
娘
 

奇
ら
し
い
石
灰
石
の
た
た
ず
ま
い
に
 

白
い
し
ぶ
き
が
虹
と
な
る
 

山
々
は
カ
ナ
リ
ヤ
の
柔
毛
の
よ
う
に
 

若
葉
が
燃
え
だ
し
 

　
の
よ
う
に
紅
葉
が
い
ろ
ど
る
。 

そ
そ
り
た
つ
岸
壁
の
足
も
と
に
 

碧
い
珠
玉
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
抱
い
て
 

歴
史
を
ち
り
ば
め
　
地
誌
を
か
ざ
り
 

い
つ
の
日
も
お
前
の
魅
力
は
尽
き
な
い
。 

 細
く
さ
さ
や
か
に
流
れ
出
て
 

数
々
の
支
流
を
よ
び
あ
つ
め
 

郷
土
を
う
る
お
す
清
い
血
脈
よ
。 

そ
の
紺
青
の
腕
で
 

機
械
を
正
確
に
ま
わ
し
て
く
れ
る
 

産
業
の
ベ
ル
ト
よ
。 

た
わ
わ
な
野
を
育
て
 

朝
夕
金
色
に
染
ま
り
 

季
節
ご
と
に
色
を
変
え
　
雲
を
う
か
べ
 

や
ま
ず
わ
た
し
ら
を
養
っ
て
く
れ
る
 

生
命
の
乳
よ
。 

岸
辺
の
草
に
い
つ
も
白
鷺
が
ち
ら
ば
り
 

或
い
は
月
見
草
で
堤
を
一
め
ん
に
塗
り
 

或
い
は
猫
柳
や
穂
す
す
き
を
点
景
に
 

思
い
出
を
う
る
お
し
て
く
れ
る
な
つ
か

　
し
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
。 

 仲
の
よ
い
岡
山
の
三
つ
の
川
は
 

三
人
の
し
な
や
か
な
娘
 

清
ら
か
な
素
足
の
姉
妹
。 

い
つ
も
生
き
生
き
と
唄
っ
て
い
る
　

自
然
の
お
く
り
も
の
 

光
る
天
の
帯
。 

 （宮
崎
修
二
朗
編
『
ふ
る
さ
と
の
詩
 

５
　

瀬

戸
内
か
ら
九
州
へ
』
三
笠
書
房
　
一
九
七

一
年
一
月
） 

  　
二
月
十
八
日
（
日
）、
第
十
一
回
朗

読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
―
　
に

薪
を
―
」
を
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え
ま

し
た
。 

　
市
民
出
演
者
に
よ
る
朗
読
と
合
唱
で

お
届
け
し
た
詩
「
美
し
い
三
人
の
姉
妹
」

は
、
県
下
の
三
大
河
川
を
三
姉
妹
に
た

と
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
描
い
て
い

ま
す
。
永
瀬
清
子
の
著
作
に
は
、
こ
の

詩
の
み
な
ら
ず
暮
ら
し
た
場
所
を
描
い

た
作
品
が
多
く
、
愛
着
を
も
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
故
郷
を
愛
し
た
永
瀬
清
子
の
人
と
作
品
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ま
す
ま
す
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

（
社
会
教
育
課
　
白
根
直
子
） 

 〈参
考
文
献
〉
坪
田
譲
治
編
『
少
年
少
女
風
土
記

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
﹇
Ⅱ
﹈
岡
山
』（
一
九
五
九

年
二
月
　
泰
光
堂
）
他
 

 

　
熊
山
橋
か
ら
の
ぞ
む
吉
井
川
。永
瀬
清
子

t
が
多
く
作
品
の
題
材
に
と
っ
た
川
で
あ
る
。 

に
こ
げ 

い
の
ち 

こ
ん
じ
き 

こ
ん
じ
ょ
う 

し
ゅ
ぎ
ょ
く 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
◆上 映 作 品 
◇場　　　所 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 方 法  
 
◆会場・問い合わせ先 

　みんなで、一緒に映画を楽しもう♪ 

3月30日（金）　9：30～11：30 
『魔女の宅急便』 
赤坂健康管理センター「多目的ホール」 
中学生以下（就学前のお子さんは保護者同伴） 
100人 
100円 
3月5日（月）から電話受付（定員になり
次第締め切ります） 
赤坂公民館 1086-957-2211

◇日　　　時 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 し 込 み  
◆会場・問い合わせ先 

　おひなまつりは子どもに伝えたい行事の一つです。交流
を深めながら桃色の大福もちをつくりましょう。お子さんの
今後の健やかな成長を期待します。 

3月3日（土）　14：00～15：00 
な　し 
な　し 
無　料 
不　要 
熊山公民館 
108699-5-1360

﹇
対
　
象
﹈ 

　
生
後
三
カ
月
以
上（
四
月
一
日
現
在
）の
す
べ
て
の
犬 

﹇
犬
の
新
規
登
録
と
注
射
料
金
﹈ 

¡
登
録
料
金
　
　
　
三
、〇
〇
〇
円 

¡
予
防
注
射
料
金
　
二
、八
〇
〇
円 

※
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
に
は
は
が
き
を
送
付
し
ま

　
す
の
で
当
日
は
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
釣

　
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

﹇
犬
の
登
録
変
更
﹈ 

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
は

本
庁
生
活
環
境
課
、各
支
所
市
民
生
活
課
、ま
た
は
桜
が
丘

出
張
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 
 

     ﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈ 

¡
本
庁
生
活
環
境
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）５
３
４
７ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

山
陽
2
丁
目
集
会
所 

山
陽
公
民
館 

山
陽
3
丁
目
集
会
所 

山
陽
5
丁
目
集
会
所 

山
陽
4
丁
目
集
会
所 

鴨
前
多
目
的
集
会
所 

正
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

中
島
口
旧
県
道 

斎
富
消
防
機
庫 

沼
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス（
高
陽
台
）  

赤
磐
市
役
所 

馬
屋
旧
高
月
村
役
場
前 

和
田
多
目
的
集
会
所
前 

高
月
公
民
館 

穂
崎
消
防
機
庫
前 

長
尾
多
目
的
集
会
所 

立
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

河
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

熊
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

高
倉
山
・
小
倉
氏
宅
前 

赤
磐
市
赤
坂
支
所 

町
苅
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

東
窪
田
多
目
的
研
修
集
会
所 

西
窪
田
多
目
的
研
修
集
会
所 

由
津
里
公
民
館 

山
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

斗
有
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

西
山
団
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

上
仁
保
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

西
山
公
民
館 

4/1（日） 4/2（月） 

4/2（月） 4/7（土） 

月
日 

時
　
　
　
　
間 

場
　
　
　
　
　
　
所 

月
日 

時
　
　
　
　
間 

場
　
　
　
　
　
　
所 

10
時
〜
10
時
20
分
 

10
時
30
分
〜
10
時
50
分
 

11
時
〜
11
時
20
分
 

11
時
30
分
〜
11
時
50
分
 

13
時
10
分
〜
13
時
30
分
 

13
時
40
分
〜
13
時
50
分
 

14
時
〜
14
時
20
分
 

14
時
30
分
〜
14
時
40
分
 

14
時
50
分
〜
15
時
 

15
時
10
分
〜
15
時
20
分
 

15
時
30
分
〜
16
時
 

10
時
〜
10
時
20
分
 

10
時
30
分
〜
10
時
40
分
 

10
時
50
分
〜
11
時
10
分
 

11
時
20
分
〜
11
時
40
分
 

11
時
50
分
〜
12
時
 

13
時
10
分
〜
13
時
30
分
 

13
時
40
分
〜
14
時
 

14
時
10
分
〜
14
時
20
分
 

14
時
40
分
〜
14
時
50
分
 

10
時
〜
10
時
15
分
 

10
時
25
分
〜
11
時
 

11
時
10
分
〜
11
時
30
分
 

11
時
40
分
〜
11
時
55
分
 

12
時
5
分
〜
12
時
20
分
 

13
時
30
分
〜
13
時
45
分
 

13
時
55
分
〜
14
時
5
分
 

14
時
15
分
〜
14
時
35
分
 

14
時
45
分
〜
14
時
55
分
 

15
時
5
分
〜
15
時
15
分
 

■
平
成
十
九
年
度
　
赤
磐
市
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程 

★
お
願
い
…
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
や
犬
の
放
し
飼
い
な
ど

　
の
苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ご
く
一
部
の
人
の
身
勝

　
手
な
行
為
の
た
め
に
多
く
の
人
が
迷
惑
を
感
じ
て
い
ま

　
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！ 



11 広報あかいわ（平成19年3月号） 

★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇そ　の　他 
◆会場・問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ！赤磐市に生息する身近な生きも
の（里山の鳥）について観察してみよう。 

3月24日（土）　9：00～11：00 
（雨天の場合は中止します） 
石蓮寺山 
な　し 
30人 
無　料 
3月5日（月）～3月23日（金） 
双眼鏡をお持ちの人は持参してください。 
熊山公民館 108699-5-1360

旧
鳥
中
分
園
前 

神
田
共
選
場 

桜
が
丘
西
1
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
西
5
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
西
6
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
西
7
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
西
8
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
西
9
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
西
10
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
東
6
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
東
4
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
東
2
丁
目
集
会
所 

桜
が
丘
東
1
丁
目
公
園（
花
の
公
園
） 

桜
が
丘
東
1
丁
目
公
園（
星
の
公
園
） 

勢
力
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

千
躰
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

奥
吉
原
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

釣
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

弥
上
公
民
館 

野
間
公
民
館 

あ
か
い
わ
農
協
可
真
支
店 

稗
田
公
会
堂 

可
真
下
二
支
部
公
民
館 

岡
公
民
館 

小
野
田
ふ
れ
あ
い
市
場
前 

沢
原
公
会
堂 

吉
原
公
会
堂 

赤
磐
市
熊
山
支
所 

山
方
研
修
セ
ン
タ
ー 

中
山
公
会
堂 

滝
山
公
会
堂 

是
里
選
果
場 

黒
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

草
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

周
匝
会
館 

旧
吉
井
児
童
館 

文
化
会
館 

福
田
会
館 

稲
蒔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー 

布
都
美
研
修
セ
ン
タ
ー 

布
都
美
郵
便
局
前 

小
鎌
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

仁
堀
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

仁
堀
東
区
民
館 

中
勢
実
公
会
堂 

戸
津
野
公
会
堂 

佐
伯
北
簡
易
郵
便
局
前 

吉
井
き
の
こ
館 

八
島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

平
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス 

小
原
多
目
的
研
修
集
会
所 

笹
岡
公
民
館 

惣
分
会
館 

正
満
寺 

多
賀
公
民
館 

今
井
公
民
館 

東
軽
部
公
民
館 

赤
磐
市
役
所 

4/15（日） 4/21（土） 4/7（土） 4/22（日） 

4/22（日） 4/28（土） 4/29（日） 

月
日 

時
　
　
　
　
間 

場
　
　
　
　
　
　
所 

月
日 

時
　
　
　
　
間 

場
　
　
　
　
　
　
所 

15
時
35
分
〜
15
時
45
分
 

15
時
55
分
〜
16
時
5
分

10
時
〜
10
時
20
分
 

10
時
30
分
〜
10
時
50
分
 

11
時
〜
11
時
20
分
 

11
時
30
分
〜
11
時
50
分
 

13
時
10
分
〜
13
時
30
分
 

13
時
40
分
〜
14
時
 

14
時
10
分
〜
14
時
30
分
 

14
時
40
分
〜
14
時
55
分
 

15
時
5
分
〜
15
時
25
分
 

15
時
35
分
〜
15
時
45
分
 

15
時
55
分
〜
16
時
5
分
 

16
時
15
分
〜
16
時
30
分
 

10
時
〜
10
時
10
分
 

10
時
20
分
〜
10
時
30
分
 

10
時
45
分
〜
11
時
 

11
時
15
分
〜
11
時
30
分
 

13
時
〜
13
時
10
分
 

13
時
20
分
〜
13
時
30
分
 

13
時
40
分
〜
13
時
50
分
 

14
時
〜
14
時
10
分
 

14
時
20
分
〜
14
時
35
分
 

14
時
45
分
〜
14
時
55
分
 

15
時
5
分
〜
15
時
15
分
 

15
時
25
分
〜
15
時
40
分
 

15
時
50
分
〜
16
時
5
分
 

16
時
15
分
〜
16
時
30
分
 

9
時
40
分
〜
10
時
 

10
時
10
分
〜
10
時
20
分
 

10
時
30
分
〜
10
時
40
分
 

10
時
50
分
〜
11
時
10
分
 

11
時
20
分
〜
11
時
50
分
 

13
時
〜
13
時
10
分
 

13
時
20
分
〜
13
時
40
分
 

13
時
50
分
〜
14
時
 

14
時
10
分
〜
14
時
20
分
 

14
時
30
分
〜
14
時
40
分
 

14
時
50
分
〜
15
時
 

9
時
40
分
〜
10
時
 

10
時
10
分
〜
10
時
20
分
 

10
時
30
分
〜
10
時
40
分
 

10
時
50
分
〜
11
時
 

11
時
10
分
〜
11
時
30
分
 

11
時
40
分
〜
12
時
 

13
時
〜
13
時
10
分
 

13
時
20
分
〜
13
時
30
分
 

13
時
40
分
〜
13
時
50
分
 

14
時
〜
14
時
10
分
 

14
時
20
分
〜
14
時
30
分
 

14
時
40
分
〜
14
時
50
分
 

10
時
〜
10
時
15
分
 

10
時
25
分
〜
10
時
50
分
 

11
時
〜
11
時
15
分
 

11
時
25
分
〜
11
時
40
分
 

12
時
50
分
〜
13
時
15
分
 

13
時
25
分
〜
13
時
45
分
 

13
時
55
分
〜
14
時
20
分
 

14
時
40
分
〜
15
時
 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
　
※
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ
映
画
会
 

　
13：
30～（

吉
井
図
書
館
） 

●
公
民
館
ま
つ
り
　
10：
00～
16：
00 

　（
山
陽
公
民
館
） 

●
え
ほ
ん
読
み
聞
か
せ
会
 

　
14：
00～（

赤
坂
公
民
館
） 

●
公
民
館
ま
つ
り
　
13：
00～
17：
00 

　（
西
山
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
15：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

 ●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
１０
日
、１７
日
も
開
催
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
親
子
で
た
の
し
む
お
は
な
し
か
い
 

　
14：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
三
世
代
交
流
わ
く
わ
く
講
座
 

　
14：
00～
15：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
母
親
学
級
　
9：
30～
11：
30 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
１４
日
も
開
催
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

［
医
］あ
か
い
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　

1
086-955-9251 

［
医
］越
宗
医
院
 1
086-957-3035

［
医
］戸
田
小
児
科
医
院
 1
086-955-3121 

［
医
］桜
井
内
科
 1
086-957-3012

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

181
5

41
1

291
6

51
2

31
0

1
7

61
3

71
4◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

●
育
児
相
談
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
自
力
整
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
10：
30～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
備
作
高
校
卒
業
式
・
閉
校
式
 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
2会
議
室
） 

●
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
 

　
13：
00～
15：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
熊
山
病
院
主
催
市
民
講
座
 

　
14：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
時
事
講
座
　
13：
30～
15：
30 

　（
熊
山
公
民
館
） 

●
幼
稚
園
卒
業
式
 

●
双
葉
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園
 

　
閉
園
式
 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
・３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
熊
山
病
院
主
催
市
民
講
座
 

　
14：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
中
学
校
卒
業
式
 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
自
力
整
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
10：
30～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

★
３
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
…
…
１０
期
 

４
月
２
日
ま
で
 



●
公
民
館
ま
つ
り
　
9：
00～
15：
00 

　（
西
山
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
赤
磐
市
消
防
団
消
防
操
法
訓
練
大
会

　
8：
30～（

赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
21：
00（
竜
天
天
文
台
） 

 

［
医
］那
須
眼
科
 1
086-955-8980 

［
医
］戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-957-3057

 

［
医
］ふ
よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
 1
086-955－

7110 
［
医
］道
満
医
院
 1
086-957-2111

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

［
医
］ひ
ら
た
整
形
外
科
 1
086-956-0700 

［
医
］戸
川
医
院
 1
086-957-2611

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

木
 金
 土
 

木
 金
 土
 日
 
月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 
月
 火
 水
 木
 
金
 土
 
日
 月
 火
 水
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム トレーニングルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
 

～
１２：００

 

１３：００
 

～
１７：００

 

１８：００
 

～
２２：００

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００
円
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
は
３
月
末
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
22
9

1
82
5

2
33
0

1
92
6

2
43
1

2
02
7

休館日 
休館日 

休館日 

休館日 
休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 
3
月
 

2
1

2
8

春
分
の
日
 

　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
 
★
 
　
 
★
 
　
 
 
　
 
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 

　
 
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
 
 
○
 

○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 

○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 

☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 

☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 

☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 

☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 

休館日 休館日 

休館日 

●
自
力
整
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
10：
30～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
春
休
み
こ
ど
も
映
画
館
 

　
9：
30～
11：
30（
赤
坂
公
民
館
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
 

　
13：
00～
15：
00（
中
央
公
民
館
） 

 

●
小
学
校
卒
業
式
 

●
幼
稚
園
修
了
式
 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　
〈
身
体
・
知
的
障
害
、心
配
ご
と
の
み

　
13：
00～
15：
00〉 （

吉
井
会
館
） 

●
小
学
校
・
中
学
校
修
了
式
 

●
母
親
学
級
　
9：
30～
11：
30 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111

14広報あかいわ（平成19年3月号） 

胃 が ん 検 診  ４０歳以上 ９００円 

１０００円 

１０００円 

７００円 

７００円 

５００円 

５００円 

無　料 

５００円 

無　料 

５００円 

５００円 

４０歳以上 

単独受診不可 

基本健診会場で申し
込み、受診できます 

６５歳以上の人は結核
検診と同時に実施 

６５歳以上の人「介護
予防健診」が追加さ
れます 

平成１９年度に市で実
施する視触診検査を
受診した人 

基本健診会場で「検
査セット」をもらって
ください 

５０歳以上 
男　性 

２０歳以上 
女　性 

３０歳以上 
女　性 

４０歳代 
女　性 

５０歳以上 
女　性 

４０歳以上 

６５歳以上 

４０歳以上 

基本健康診査  

前立腺がん検診 

子宮がん検診  

乳 が ん 検 診  

結 核 検 診  

大腸がん検診  

肺 が ん 検 診  

バリウムによるレントゲン撮影（胃透視） 

前立腺がん〔血液〕検査 

子宮頚部細胞診、視診 

医師による視触診 

胸部レントゲン間接撮影 

かく痰検査（痰中のがん細胞の検査） 

検便（２日分）による潜血反応検査 

胸部レントゲン間接撮影 

マンモグラフィー（レントゲン ２方向）検査 

マンモグラフィー（レントゲン １方向）検査 

肝炎ウィルス〔血液〕検査 
（４０歳の人または７０歳以下の人で肝炎ウイ
ルスの検査を今までに受けたことのない人） 

身長、体重、肥満度、血圧、心電図、眼底検
査、尿検査、医師診察（内科健診）、血液検
査（貧血、肝・腎機能、糖尿、脂質） 

４月～６月 

６月～７月 

７月～９月 

８月～９月 

８月～１０月 

８月～９月 

検　診　名 備　　考 検　診　内　容 対象年齢 自己負担額 実施時期 

■各検診内容および対象年齢 

※検診対象年齢は、年度末（平成20年3月31日）年齢です。 ※平成19年度中（平成20年3月31日まで）に70歳以上になる人は無料です。 



15 広報あかいわ（平成19年3月号） 
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３月９日（金） 
午後１時～４時 

本庁２階 
第２会議室 

４月６日（金） 
午後１時～４時 

４月６日（金） 
午前１０時～正午 

３月１６日（金） 
午後１時～３時 

３月７日（水） 
午後1時～３時 

３月２０日（火） 
午前１０時～ 
　　　午後３時 

３月２０日（火） 
午後1時～３時 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 

【人権】 
【行政】 

【心配ごと】 

【法律】 

【児童】 

【人権】【行政】 

【心配ごと】 
【人権】 

【身体障害】 
【知的障害】 
【心配ごと】 

【人権】 
【行政】 

【無料法律】 
岡山弁護士会 
所属弁護士 
™奥田哲也 
™賀川進太郎 

予約制 

予約制 

予約制（一人４０分） 

予約制（一人３０分） 
破産・債務整理の相
談は随時受付 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　人権啓発係 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】 
¡本庁生活環境課 
　1０８６-９５５-４７８３ 

¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
¡社会福祉協議会 
　熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 
¡社会福祉協議会 
　吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

山
陽
地
域 
熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 備　　　考 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 



17 広報あかいわ（平成19年3月号） 

【募集団地】 
　q団地名／福田 
　s住　所／赤磐市福田３２０ 
　s戸　数／１戸　　　s規　格／３DK 
　s家賃月額（入居時）／１３,８００円～２２,９００円 

　w団地名／仁堀 
　s住　所／赤磐市仁堀中８５８ 
　s戸　数／１戸　　　s規　格／３DK 
　s家賃月額（入居時）／１７,９００円～２９,６００円 
　s備考／共益費５,４００円 

【募集期間】 
　３月９日（金）～３月２３日（金） 

【申込方法】 
　入居申込書の内容を確認しますので、入居申
込は本人または家族の人が、所轄する吉井支所
へご持参ください。 
※申し込み多数の場合は抽選となります。 
※入居要件については本庁建設課または支所
　産業建設課へお問い合わせください。 

【問い合わせ・申し込み先】 
　吉井支所産業建設課 1０８６-９５４-１３６６ 

【受験資格】 
　昭和３２年４月２日以降に生まれた人で普通自動
　車免許を取得し１年以上の運転経験者 
【職　　種】廃棄物収集運搬処理業務 
【雇用条件】臨時職員 
【時　　給】１，０００円（社会保険適用） 
【雇用期間】平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日 
【勤務時間】午前８時３０分～午後５時１５分 
　　　　　（和気町に準じる） 
【応募期限】３月１２日（月） 
【提出書類】履歴書 
【試験日など】 
　¡試　験／一般常識試験・面接 
　¡試験日／３月２７日（火） 
　¡会　場／和気町総合福祉センター会議室 
　¡日　程／試験…午前９時～ 
　　　　　　面接…午前１０時～ 
【問い合わせ・申し込み先】 
　和気北部衛生施設組合　 
　1０８６９-９２-０８０９　和気町益原１５１２-３ 
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月 火 水 木 金 土 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

◯ 

午前 

午後 ◯ 休診 ◯ ◯ 休診 

月 火 水 木 金 土 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

◯ 

午前 

午後 ◯ 
休診 

◯ ◯ ◯ 

　
平
成
十
二
年
四
月
二
日
生
ま
れ
か
ら
平
成
十
三
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
乳
幼
児
は
、医
療
費
の
負
担
が
、平
成
十
九
年
四
月
一
日
受

診
分
よ
り
、無
料
か
ら
原
則
一
割
負
担
と
な
り
ま
す
。 

　
該
当
者
に
は
、新
た
に
一
割
負
担
用
の
「
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給

資
格
者
証
」（
黄
色
の
受
給
資
格
者
証
）を
交
付
し
ま
す
の
で
、申
請

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、該
当
者
に
は
二
月
中
旬
に
ご
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、申
請
方
法
な
ど
で
ご
不
明
な
点
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　
申
請
期
限 

　
三
月
九
日（
金
）ま
で 

　
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先 

™

本
庁 

保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
〒
７
０
９
―

０
８
９
８ 

赤
磐
市
下
市
三
四
四 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

™

赤
坂
支
所 

健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
〒
７
０
１
―

２
２
９
２ 

赤
磐
市
町
苅
田
五
一
六 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

™

熊
山
支
所 

健
康
福
祉
課
保
健
係 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
） 

　
〒
７
０
９
―

０
７
９
２ 

赤
磐
市
松
木
六
三
六
ノ
一 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

™

吉
井
支
所 

健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
〒
７
０
１
―

２
５
９
５ 

赤
磐
市
周
匝
一
三
六 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 
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19年1月中 

18年1月中 

増 減  

19年1月末 

18年1月末 

増 減  

86 

72 

＋14 

86 

72 

＋14

21 

20 

＋1 

21 

20 

＋1

0 

0 

0 

0 

0 

0

3 

3 

0 

3 

3 

0

26 

24 

＋2 

26 

24 

＋2

65 

52 

＋13 

65 

52 

＋13

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成19年赤磐市交通事故発生状況（1月） 

　
こ
の
補
助
制
度
は
、下
水
道
利
用
者
と
浄
化
槽
利
用
者
の
維
持
管
理
費
の

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
浄
化
槽
の
汚
泥
処
理
費
に
つ
い
て
市
が
補
助
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
e
の
汚
泥
処
理
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、設
置
者
が
、和

気
赤
磐
し
尿
処
理
施
設
一
部
事
務
組
合
へ
支
払
い
、そ
の
領
収
書
を
補
助
金

の
申
請
書
に
添
付
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
手
間
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。 

　
四
月
か
ら
は
、そ
の
申
請
と
請
求
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
皆

さ
ん
が
直
接
支
払
う
浄
化
槽
管
理
費
用
は
q
と
w
だ
け
で
よ
く
な
り
ま
す
。 

◆
浄
化
槽
の
管
理
に
か
か
る
費
用 

q 

毎
月
１
回
の
点
検
に
か
か
る
経
費（
点
検
業
者
へ
支
払
う
） 

w 

浄
化
槽
の
清
掃
と
汚
泥
の
抜
取
費
用（
キ
ョ
ク
ト
ウ（
有
）に
支
払
う
） 

e 

w
に
伴
い
発
生
し
た
汚
泥
処
理
費（
和
気
・
赤
磐
し
尿
処
理
施
設
一
部
事

　 

務
組
合
に
支
払
う
） 

   

　
四
月
二
日（
月
）か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

◆
補
助
対
象
者 

　
居
住
を
目
的
と
し
た
建
物
、ま
た
は
延
べ
床
面
積
の
二
分
の
一
以
上
を
住

居
と
し
て
使
用
す
る
建
物
に
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
。 

◆
補
助
対
象
地
域 

　
公
共
下
水
道
認
可
区
域
お
よ
び
集
落
排
水
整
備
地
域
な
ど
を
除
く
地
域
。 

◆
申
込
期
限 

　
十
二
月
二
十
八
日（
金
） 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、申
込
期
限
よ
り
前
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先 

　
™
本
庁
生
活
環
境
課
　
1
０
８
６（
９
５
５
）５
３
４
７ 

　
™
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 

　
™
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

　
™
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

― 

四
月
か
ら
汚
泥
処
理
費
補
助
金
の
申
請
が
不
要
に 

― 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

★
ア
ン
デ
ィ
先
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

　
ア
ン
デ
ィ
先
生
が
マ
ジ
ッ
ク
を 

　
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
！ 

 

【
日
　
時
】
三
月
十
七
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館
三
階
講
座
室 

【
参
加
費
】
五
百
円 

【
定
　
員
】
三
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

  

★
ア
ン
デ
ィ
先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
教
室
パ
ー
ト
２ 

　『
ど
こ
で
も
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
』 

　
目
の
前
で
人
が
浮
か
ぶ
！ 

浮
か
ぶ
の
は
あ
な
た
か
も
…
！ 

 

【
日
　
時
】
三
月
十
七
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
六
時
三
十
分
〜
七
時
五
十
分 

　
　
　
　
　
（
開
場
午
後
六
時
） 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館
大
集
会
室 

【
参
加
費
】
千
円
（
当
日
千
五
百
円
） 

　
　
　
　
　
四
歳
以
上
、
大
人
、
子
ど
も
同
額 
  

　
◆
後
　
援
　
赤
磐
市
教
育
委
員
会 

　
◆
助
　
成
　
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構 

　
　
　
　
　
　
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」 

　
◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
　
　
　
　
　
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
1
／
6 

０
８
６（
９
５
５
）５
０
３
１ 

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
） 

【
日
　
時
】　
三
月
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
 

【
場
　
所
】
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

大
ホ
ー
ル
 

【
内
　
容
】
寸
劇
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
楽
器
演
奏
な
ど
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
第
四
回
桜
が
丘
高
齢
者
文
化
交
流
発
表
会
 

　
運
営
委
員
会
・
津
島
 

　
1
０
８
６（
９
５
６
）０
７
０
２
 

★
二
月
四
日（
日
）、加
藤
み
ど
り
さ
ん
に
よ

　
る
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
一
家
と
核
家

　
族
時
代
に
み
る
人
間
模
様
か
ら
「
家
・
人
・

　
家
族
」
に
つ
い
て
文
化
講
演
会
が
中
央
公

　
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
子
育
て
世
帯
の
 

　
　
家
計
の
見
直
し
」 

　
景
気
回
復
の
兆
し
が
見

え
て
き
た
？
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
家

計
は
厳
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
 

　
子
育
て
中
な
ら
で
は
の
、

家
計
の
見
直
し
方
を
専
門
家
か
ら
直
接
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 【
講
　
師
】
松
田
里
美
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
） 

【
日
　
時
】
三
月
八
日
（
木
）
午
前
十
時
〜
正
午
 

【
場
　
所
】
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
 

【
定
　
員
】
四
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

【
参
加
費
】
二
百
円
（
会
員
無
料
） 

【
託
　
児
】
五
百
円
・
要
予
約
（
会
員
無
料
） 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
赤
磐
子
ど
も
N
P
O
セ
ン
タ
ー
 

　
1
／
6
０
８
６（
９
５
５
）５
０
３
１
 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
） 



山　陽　支　部 

栄養
委員
の 
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ハムのチーズサンドフライ 
　入学や就職で春からお弁当生活が始まる人も
多いのではないでしょうか。 
　今回はお弁当のおかずを紹介します。栄養バ
ランスの良いお弁当づくりの参考にしてください。 
　また、市販のお弁当を利用している人は、自分
の好きな物ばかり選ばず、栄養成分表示を確認し
たり、組み合わせを考えたり、少し健康に気にか
けたお弁当選びをしてみてはいかがでしょうか。 

◆材料 
　¡スライスハム ２枚　¡クリームチーズ ３０ 
　¡玉ねぎ ２０　　¡こしょう 少々 
◆作り方 
　qハムの片面にこしょうをふる。玉ねぎはみじ
　　ん切りにする。 
　wハムにチーズと玉ねぎをのせ、半分に折り、
　　縁を指でしっかり押さえ、ハムとチーズをくっ
　　つける。 
　e小麦粉、卵、パン粉をつけて油で揚げる。 

写真のお弁当には… 
　¡鮭のごま焼き（鮭の表面にごまを付けて焼く） 
　¡鶏肉のカレー風味（鶏肉を卵・牛乳・カレー
　　粉を混ぜた中に一晩漬けて焼く） 
　¡桜えび入り炒り卵 

などが入っています。ちょっとした工夫でいつも
のお弁当が栄養たっぷりになります。 

薄い ３０.８％ ふつう ５２.０％ 

少しからい ８.９％ 

からい ２．２％ とても薄い ４．５％ 

とてもからい １.６％ 

 
◆
演
奏
曲
 

　
　
　
シ
ョ
パ
ン
 

　
　
　
¡
前
奏
曲
第
十
五
番
「
雨
だ
れ
」
 

　
　
　
¡
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
六
番
変
イ
長
調
 

　
　
　
　
作
品
五
十
三
「
英
雄
」
　
ほ
か
 

  【
日
　
時
】 

　
三
月
二
十
一
日
（
祝
・
水
） 

　
午
後
二
時
〜
（
開
場
午
後
一
時
） 

【
会
　
場
】　
 

　
和
気
町
学
び
館
「
サ
エ
ス
タ
」
大
ホ
ー
ル
 

　
和
気
町
父
井
原
四
三
〇
ノ
一
 

【
入
場
料
】 

　
一
　
般
…
二
千
五
百
円
（
会
員
二
千
円
） 

　
学
　
生
…
千
五
百
円
（
会
員
千
円
） 

        【
チ
ケ
ッ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
】 

　
和
気
町
学
び
館
「
サ
エ
ス
タ
」 

　
1
０
８
６
９（
８
８
）９
１
１
０
 

【
主
　
催
】 

　
東
備
地
域
音
楽
を
楽
し
む
会
 

　
代
表
　
橋
本
広
子
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
１
３
 

　
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
そ
の
楽
し

さ
を
体
験
し
、
交
流
を
深
め
、
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
東
備
地
域
を
中
心
と
し
て
結
成

し
て
い
る
「
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
」

も
出
場
し
ま
す
。
選
手
の
活
躍
に

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 【
日
　
時
】 

　
三
月
二
十
五
日
（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
 

 

【
場
　
所
】 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

　
総
合
体
育
館
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
精
神
障
害
者
家
族
会
わ
か
た
け
 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
６
９
０
 

●
川
島
基
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

　
岡
山
市
出
身
・
城
東
高
校
・

東
京
音
楽
大
学
大
学
院
・
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー

ル
”フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
“音
楽
大
学
を
経
て
、数
々

の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
で
演
奏
活
動
を
行
い
注
目
さ
れ
て
い
る
。
 

●味噌汁の塩分測定 
　栄養委員会では味噌汁の塩分測定をしています。 
　グラフは高陽地域で実施した結果です。８割以上の人が「ふつう～とても薄い
塩分」の味噌汁を食べており、減塩味噌汁が普及していることがわかります。 
　味噌汁は、いろんな食材を取ることができる「健康に良い日本食」を代表する
一品です。しかし、塩分が高すぎると高血圧を招いてしまいます。 
　「具だくさんにする」「おいしいだしを使う」などして減塩に心がけましょう。 

グラ 
ム 

グラ 
ム 



１・２月のできごと 
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二
月
三
日
（
土
）
、
山
陽
北
小
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
に
体

を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
実
践
事
業
を

行
い
ま
し
た
。 

　
児
童
や
保
護
者
約
七
十
人
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
体
育

指
導
委
員
が
参
加
し
、
岡
山
県
ブ
ー
メ
ラ
ン
協
会
の
指
導
で
、

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
工
夫
し
な
が
ら
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
り

ま
し
た
。
「
あ
っ
、
と
ん
だ
！
あ
っ
ち
行
っ
た
！
」
と
大
き
な

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
会
場
い
っ
ぱ
い
に
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
体
を
動
か
す
楽

し
さ
や
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
い
、
運
動
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践
事
業 

　
一
月
二
十
一
日
（
日
）
、
中
央
公

民
館
で
市
と
男
女
共
同
参
画
団
体
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
県
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー

の
共
催
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
主
催
者
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
登
録
団
体
で
あ
る

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ポ
レ
ポ
レ
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
「
変
わ
る
勇
気
　
変
え
る
勇

気
」
と
題
し
て
、
人
材
育
成
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
辛
淑
玉
さ
ん
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
男
女
共

同
参
画
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

自
分
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
や
そ
の
き

っ
か
け
づ
く
り
に
つ
い
て
、
笑
い
を

交
え
な
が
ら
熱
心
に
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
約
二
百

七
十
人
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
変
わ

る
こ
と
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
が
築
け
る
こ
と
を
学
ぶ
な
ど
、

身
近
な
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 
し
ん  

す    

ご 

s
「
変
わ
る
勇
気
　
変
え
る
勇
気
」 

　
講
演
を
行
う
辛
淑
玉
さ
ん 

s
”ポ
レ
ポ
レ
“の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス 

▲工夫しながらのブーメランづくり 

★１月２１日（日）、子どもたちに栄養バランスに優れ
　た日本食の良さを知ってもらおうと、県栄養士会
　東備支部が山陽北幼稚園で調理実習などを行い
　ました。 



広報あかいわ  
2007  3月号  No.24

発　行　岡山県赤磐市下市344 
　　　　赤磐市役所 

編　集　企画部企画課 
　　　　TEL　086-955-2692 
　　　　FAX　086-955-1261 

発行日　平成19年3月1日 

ＵＲＬ　http://www.city.akaiwa.lg.jp

▼
二
月
六
日
、報
道
委
員
会
が
開
か

れ
公
聴
広
報
事
業
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
な
か

で
も
「
カ
タ
カ
ナ
の
外
国
語
は
理
解

し
に
く
い
の
で
つ
か
わ
な
い
で
。
見

出
し
の
表
現
に
疑
問
」
な
ど
具
体
的

に
い
た
だ
い
た
意
見
は
今
後
の
広
報

編
集
に
役
立
つ
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。 

▼
そ
の
数
日
前
に
も
、「
気
づ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
書
き
と
め

て
み
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
私

の
間
違
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・・・
」

と
い
う
文
と
と
も
に
疑
問
が
書
か

れ
た
は
が
き
を
い
た
だ
い
た
。「
あ
っ
！
」

と
思
わ
ず
声
が
出
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
「
小
人
数
の
打
ち
合
わ
せ
」
は
間

違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
こ
の
場
合

は
「
少
人
数
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

と
い
う
も
の
の
ほ
か
四
点
。 

▼
「
し
っ
か
り
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
編
集
の
手
は
抜
け
な
い
」

と
改
め
て
感
じ
た
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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岡
大
留
学
生
の
小
学
校
訪
問 

山
陽
東
小
学
校 

　
日
本
学
校
保
健
会
か
ら
山
陽
東
小
学
校
（
二
宮

謙
二
校
長
・
二
百
九
十
八
人
）
が
健
康
教
育
推
進

学
校
優
良
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
健
康
教
育
に
関
し
て
顕
著
な
業
績
を

あ
げ
て
い
る
学
校
、
ま
た
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

　
本
年
度
は
全
国
の
小
・
中
学
校
か
ら
、
六
十
七

校
が
優
良
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
山
陽
東
小
学
校
で
は
、
健
康
集
会
を
実
施
し
、

児
童
が
自
ら
健
康
に
関
心
を
も
ち
健
康
な
生
活
を

送
ろ
う
と
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
元

気
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
の
時
間
に
体
を
し
っ
か
り
動

か
す
な
ど
、
体
力
向
上
の
た
め
の
実
践
に
取
り
組

み
、
児
童
の
健
康
な
心
と
体
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
一
月
二
十
六
日
（
金
）
、
黒
本
保
育
園
の
園

庭
で
、
地
域
交
流
お
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
的
な
お
も
ち
つ

き
を
経
験
し
て
も
ら
お
う
と
是
里
の
高
原
区
長

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
を
は
じ

め
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
六
升
の

お
も
ち
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。 

　
つ
き
あ
が
っ
た
お
も
ち
は
、
栄
養
委
員
さ
ん

に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
き
な
粉
や
あ
ん
こ
も
ち
、

雑
煮
な
ど
に
し
て
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
お
な

か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。 

　
地
域
の
人
々
と
交
流
を
行
う
授
業
の
一
環
で
、

一
月
十
七
日
（
水
）
、
岡
山
大
学
の
留
学
生
（
十

二
カ
国
、
二
十
七
人
）
が
、
山
陽
小
学
校
、
山

陽
西
小
学
校
、
お
よ
び
山
陽
東
小
学
校
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

　
歓
迎
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
校
舎
内
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
身
国
の
言
葉
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

た
後
、
か
る
た
や
羽
根
つ
き
な
ど
の
伝
統
的
な

遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
留
学
生
と
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
で
異
文
化
に
触
れ
た
児
童
は
、
国

際
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

s
必
死
に
な
っ
た
か
る
た
取
り 

　（
山
陽
西
小
学
校
で
） 

t
元
気
に
お
も
ち
つ
き
を
す
る
園
児 

▲栄養委員さんによる食に関する劇 
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の 

            

■
不
動
の
滝
・
不
動
の
岩 

 

　
滝
は
、
人
間
の
意
志
が
及
ば

な
い
自
然
が
作
り
出
し
た
岩
と

水
が
織
り
成
す
芸
術
作
品
で
す
が
、

そ
こ
に
身
を
お
い
て
穢
れ
を
取

り
除
く
禊
の
場
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不
動
の

滝
は
、
こ
の
役
割
を
も
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
不
動
の
滝
・
不
動
の
岩
は
、

熊
山
地
域
の
石
蓮
寺
山
の
裾
、

稗
田
に
所
在
し
ま
す
。
現
在
は
「
石

蓮
寺
」
と
い
う
地
名
と
石
造
十

三
重
層
塔
に
残
る
の
み
で
す
が
、

か
つ
て
こ
の
地
に
は
奈
良
時
代

の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
平
満
山

石
蓮
寺
が
あ
り
、
不
動
の
滝
・

不
動
の
岩
は
こ
こ
へ
向
か
う
表

参
道
沿
い
に
位
置
し
ま
す
。 

　
不
動
の
滝
は
上
下
二
段
か
ら

な
り
、
上
滝
・
下
滝
と
も
に
幅

三
　
、
落
差
が
上
滝
で
約
三
　
、

下
滝
で
約
十
　
と
規
模
の
小
さ

い
滝
で
す
。 

　
ま
た
、
下
滝
の
上
方
に
あ
る

不
動
の
岩
に
は
、
不
動
明
王
を

示
す
梵
字
と
と
も
に
、
そ
の
下

に
は
貞
治
四
乙
巳
年
（
一
三
六

五
年
）
十
二
月
八
日
を
示
す
「
貞

　
十
二
八
」
と
い
う
南
北
朝
期

の
北
朝
の
元
号
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。 

　
密
教
の
最
高
神
で
あ
る
大
日

如
来
の
化
身
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
不
動
明
王
の
梵
字
、
密
教

を
と
り
い
れ
た
天
台
宗
で
あ
っ

た
石
蓮
寺
の
表
参
道
と
い
う
立
地
、

そ
し
て
字
名
と
し
て
残
っ
て
い

る
「
勤
行
」
か
ら
転
じ
た
と
考

え
ら
れ
る
「
今
行
」
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
不
動
の
滝
は
、
石

蓮
寺
で
行
わ
れ
た
仏
教
活
動
と

深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。 

　
水
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
く

る
静
寂
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、

岩
を
削
っ
て
作
ら
れ
た
不
動
の

滝
へ
い
た
る
山
道
を
歩
く
と
、

そ
こ
を
通
っ
て
滝
へ
と
向
か
う

当
時
の
人
々
の
姿
が
目
に
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
で
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

平成19年3月1日 
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環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

「広がる国際交流の輪」 
　２７人の岡山大学留学生が市内の３小学校を訪れました。 
　留学生たちはそれぞれの小学校に分かれ、児童たちといろいろなゲーム
をして楽しみました。（写真：山陽東小学校／関連記事は２３ページ） 
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